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	三重県内限定！
	高校生 介護職意識調査
	集計結果
	ー 三重県立みえ夢学園高等学校 ー

	416件
	実施概要
	性別
	学年
	取得資格

	性別・学年・取得資格について
	その他（自由記述）1.7%
	その他（７名）の概要 看護師等医療系　　4名　 保育・児童福祉系　2名 教育系                １名

	まだ将来のことは 決めていない 10.6%
	将来は介護の仕事を すると決めている 12%
	将来の進路
	今のところ、介護の仕事をする可能性が高い 12.5%
	介護以外に進みたい進路がある 別の夢がある 45%
	介護の仕事も考えているが、他の仕事と悩んでいる 18.3%


	将来の進路について
	Q.将来の仕事（職種）を選ぶとき、あなたが大事にしたいこと　　　　　　　　 　（複数回答：3つまで選択）＊複数回答のため、合計は100%を超えます。　　　
	1位：仕事のやりがい（自分に合っているか、楽しいと思えるか）
	65.6%
	（273名）

	２位：給料・年収の高さ（納得のいく収入が得られるか）
	56.7%
	（236名）


	３位：職場の人間関係（職場の雰囲気は良いか）
	52.6%
	（219名）


	４位：休みやすさ・自分の時間の確保（十分な休日があるか）
	43.3%
	（180名）


	５位：働く場所（自宅から近いか、通いやすいか）
	19.7%
	（82名）


	６位：スキルアップ（専門的な技術が身についたり、資格取得のサポートがあるか）
	9.4%
	（39名）


	７位：福利厚生の充実（家賃補助や生活費の支援などがあるか）
	8.2%
	（34名）


	８位：社会的なイメージ（周りからの評価やイメージが良いか）
	5.3%
	（22名）

	９位：キャリアアップ（将来、今より上の役職についたり、給料が増えることが期待できるか）
	5%
	（21名）




	Q.介護の仕事について、    　　　　　　　　　　                                   　（複数回答：3つまで選択）＊複数回答のため、合計は100%を超えます。　　　
	やりがいや魅力に感じそうなこと
	1位：社会の役に立っている仕事だと思う
	52.9%
	２位：将来、自分の家族の介護にも活かせると思う
	50.2%

	３位：利用者さん等との交流が楽しそう
	46.2%

	４位：専門的な知識やスキルが身につきそう
	44.2%

	５位：ずっと安定して働けそう（景気に関わらず働ける）
	25.7%

	その他（自由記述）
	2.2%
	三重県内高校生介護職意識調査




	Q.介護の仕事について、負担や課題に感じそうなこと    　　　　　　　　　　                                   　（複数回答：3つまで選択）＊複数回答のため、合計は100%を超えます。　　　
	1位：精神的な負担（責任の重さやストレス）が大きそう
	75.2%
	２位：体力的な負担（腰痛や疲労など）が大きそう
	65.9%

	３位：他の仕事に比べて、やや給料が低そう
	37.3%

	４位：休みが取りにくく、私生活と両立しにくそう
	31.3%

	４位：人手不足が深刻そう
	31.3%

	その他（自由記述）
	１%
	その他（４名）の概要 全部1名　給料が低いとは思いませんが仕事内容や量、身体負担に給料が見合ってないと思う１名　個人の特性・適性1名

	三重県内高校生介護職意識調査



	三重県の介護の魅力発信について①
	よく知っている 5.5%
	魅力発信の認知
	あまり知らない 43.8％
	全く知らない 18.5％
	ある程度知っている 32.2％
	Q.介護の魅力発信は、人手不足の解消や 　イメージアップに効果があると思いますか？
	全く効果は ないと思う 2.2%


	非常に効果が あると思う 14.2%

	魅力発信の効果
	ある程度あると思う 60.3％
	あまりないと思う 11.3％
	わからない 12％
	三重県内高校生介護職意識調査



	三重県の介護の魅力発信について②
	Q.介護に興味を持つきっかけ作りとして 　役立っていると思う
	全くそう思わない 2.6％
	あまりそう思わない 4.3％

	介護への きっかけ
	そう思う 49.8％
	とてもそう思う 21.4%
	Q.介護のポジティブな面（やりがい等）を 　広く伝えていると思う
	全くそう思わない 2.4％


	ポジティブ な効果
	そう思う 50.2％
	あまりそう思わない 3.4％
	とてもそう思う 21.4%
	どちらともえいない 22.6%
	どちらともえいない 21.9%
	三重県内高校生介護職意識調査



	三重県の介護の魅力発信について③
	Q.介護の仕事に就こうと考える人が、    増えるきっかけになると思う
	全くそう思わない 2.6％

	人手不足 の解消
	そう思う 49.5％
	とてもそう思う 18.3%
	あまりそう思わない 3.6 ％
	Q.魅力発信だけでなく、職員が長く働き続　 　けられるための支援がもっと必要だと思う
	全くそう思わない 1.7％


	長く働き 続ける支援
	そう思う 46.4％
	あまりそう思わない 2.6％
	とてもそう思う 31%
	どちらともえいない 18.3%
	どちらともえいない 26%
	三重県内高校生介護職意識調査



	三重県の介護の魅力発信について④
	Q.自分の周りでは、こうした活動による 　効果を実感することがある
	全くそう思わない 4.1％
	とてもそう思う 15.4%

	魅力発信の 効果を実感
	あまりそう思わない 7.7 ％
	そう思う 42.8％
	どちらともえいない 30%
	介護の魅力発信に関するまとめ
	①約６割の高校生は介護の魅力発信を知らない。 ②介護に対するポジティブなイメージアップや 　きっかけづくりにはなっていると思っている。 ③魅力発信の効果を実感しているのは、約６割。 ④魅力発信だけでなく、職員が長く働き続けら 　れるための支援を約7.７割の方が求めている。
	三重県内高校生介護職意識調査



	Q.三重県の介護現場をより良くし、働く人を増やすために    三重県に取り組んでほしいこと
	（複数回答：3つまで選択）＊複数回答のため、合計は100%を超えます。
	1位：給与・年収のアップ（手取りを増やす支援など）
	75.7%
	（315名）

	２位：休みやすさ・自分の時間を確保できる環境づくり
	58.2%
	（242名）


	３位：職場の良好な人間関係を築くためのサポート
	44.7%
	（186名）


	４位：介護ロボットやデジタル機器の導入による負担軽減・効率化の推進
	23.3%
	（97名）


	５位：福利厚生の充実（家賃補助や生活費の支援など）
	22.6%
	（94名）


	６位：働きながらの資格取得やスキルアップへの支援
	17.3%
	（72名）


	７位：特にない（今のままで十分である））
	4.8%
	（20名）


	その他（自由記述）
	0.7%
	（3名）




	三重県の介護職が〇〇だったら進路選択に影響をあたえるか？①
	Q.三重県内の他の仕事と同じぐらいの 　給与が支払われる。
	全く影響しない 4.6％

	給与の 高さ
	ある程度影響する 52.9％
	あまり影響しない 14.4％
	非常に影響する 28.1%
	Q.家賃の補助や生活費の支援、奨学金の 　返済支援などの経済的サポートがある。

	全く影響しない 4.3％

	経済的 サポート
	ある程度影響する 51.7％
	あまり影響しない 13.9％
	非常に影響する 30%
	三重県内高校生介護職意識調査



	三重県の介護職が〇〇だったら進路選択に影響をあたえるか？②
	Q.最新ロボットやデジタル機器などを導入 　して、体力的な負担が軽減される。
	全く影響しない 4.8％

	ロボット等デジタル 機器導入
	ある程度影響する 53.4％
	あまり影響しない 16.3％
	非常に影響する 25.5%
	Q.働きながら資格取得やスキルアップが 　できる支援がある。

	全く影響しない 5.5％

	資格取得 スキルアップの支援
	ある程度影響する 52.2％
	あまり影響しない 17.3％
	非常に影響する 25%
	三重県内高校生介護職意識調査



	三重県の介護職が〇〇だったら進路選択に影響をあたえるか？③
	Q.キャリアアップ（将来、今より上の役職に　 　ついたり、給料が増える）への支援がある。
	全く影響しない 5％
	キャリアアップの支援
	ある程度影響する 49.5％
	あまり影響しない 15.9％
	非常に影響する 29.6%
	全く影響しない 4.8％

	結婚・子育て支援
	ある程度影響する 50％
	あまり影響しない 12％
	非常に影響する 33.2%
	Q.将来、結婚や子育てをしても安心して働き 　続けられるサポート（施設内保育など）がある。
	三重県内高校生介護職意識調査



	福祉を学ぶ高校生（49名）から知事・議員へのメッセージ①
	福祉を学ぶ高校生（49名）から知事・議員へのメッセージ②
	福祉を学ぶ高校生（49名）から知事・議員へのメッセージ③
	生成AIを用いた傾向分析 将来の進路（Q.あなたは将来介護の介護の仕事をしたいと思いますか。）からみる傾向分析　
	特徴：介護の仕事に興味はあるものの、ネガティブな情報との間で揺れ動いています。
	最大の課題：「給料の低さ」を負担・課題に挙げる割合が44.7%と全グループで最高でした。
	①志望・前向き層：102名
	②迷っている層：76名
	③未定・否定層：231名
	特徴：介護に否定的・無関心で、他に別の夢や進路を持っています。
	分析：「仕事が嫌い」なのではなく、「給料が低そうだから、生活が維持できない」という理由で、選択肢から除外している。
	特徴：社会貢献やスキルの習得に強い魅力を感じており、すでに「介護の心」を持っています。
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	81%の高校生が給与の改善が進路に直結すると回答。 介護のやりがいは伝わっている。給料が最大の参入障壁となっている。

